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く私のエフオートの使い方・考え方〉
エフオートを考えるにあたっては、ワークライフバランスを正しく理解することが必要だと考えている。
仕事と家庭を天秤にかけるようなイメージの単純な時間配分ではなく、相乗効果をもたらすことが必要。
だいたい、両立という言葉は日本人は好きだけど、もう使うのやめた方がいいと思う。その瞬間では両立
なんでしていなし、。仕事の時は子供のことは忘れているし、うちにいて子供とテレビ見てゲラゲ、ラ笑って
いるときは仕事はゼロだし。その時に大事なことに打ち込んで一生懸命やる、ということの積み重ねた、と
思う o
また、エフオートの配分は仕事やプライベートの時期により変わってくると思う。基本的には仕事を始
めて数年間は仕事に打ち込む時期があってもよいと思う。最初の 5年は死ぬ気で働け!という先生もいる。
ただし、早くに子どもを産むとそうはいかない。そういった場合にもし、かに若いときに経験しなければい
けないこと(上の学年になると経験できないこと)をしっかり経験するか?を考えることは重要だと思う。
自分が教える立場になった時に、経験していないことは教えられない。また、自信をもって仕事ができな
し、。
専業主婦時代を経て、今は仕事が大好きだし、やりたいことをさせてもらっているので、とても楽しい。
そういった仕事を楽しんでいる姿を見せるのも、子供にとってはキャリア教育かな~とかとも思う。家で
も勉強や論文書いたりも居間でしている。小さいときはみんなで居間に集まって勉強していた。
家事は子供たちも含め、分担している。自分は朝ご飯、お弁当。長男は自分のサッカーの洗濯、みんな
の乾燥機にかける洗濯もの。次男掃除、時々食洗機。アウトソーシングもいいだろう。家事のうち優先順
位をつけておく O 自分の l位は食事。なるべく安全で健康的な食事を心がけているが、疲れているときに
頑張ってつくって残されたりして機嫌が悪くなるよりは、みんなでワイワイ外食した方がハッピーだと思
う。いろんな価値観があり、なんでも OK! 掃除もちょっとくらいしなくても死なないという考え方。掃除
機も使い方が簡単であれば、子供もできる。(長男は小学校 3，4年から手伝ってくれた。) うちはダイソ
ンのハンディなのを買った。
仕事にかなり時間がとられているが、絶対欠かせないのが、夜お茶の時問。遅くに帰っても、ミルクテ
ィを入れて、 3 人でおしゃべりしながらテレビを見たり、スイーツを食べたりしている。(これは二人とも
大きくなって遅くまで起きているようになってからの習慣。) 私が帰る前に、スイーツのリクエストのメ
ールとかラインがくる。
あとは、子供は SOS を発することがあるから、それを見逃さないようにすることは心がけている。なん
でも話せるような関係を作っておく O 秘密がなさすぎるのも心配だけど。
最近は健康管理にも気を使い始めている。いつでも元気でやりたいことに 10% 集中するにはストレス管
理や体調管理は不可欠です。
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